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日常診療に役立つ「漢方診療」ＶｏＬ１０Ｎｏｌ

表２患者体質 表３臨床成績

1.体格：固太り・筋肉質･普通･水ぶとり.やせ

2.顔色：赤ら顔・普通.青白い

3.乾燥傾向：十・±・－

４.肌の色：白・普・黒

５．のぽせ：＋・±・－

６.手足のほてり：＋・±・－

７.不安・不眠：＋・±・－

８.頭痛・肩こり：＋・±・－

９.月経異常：＋・±・－ 8６ 

表４有用以上症例の検討Ｉ 表６体質の検討

(1)顔色
全体86例

：：上症例 全体

１３ 

(14.7％） 

７０ 

(79.5％） 

５ 

(5.8％） 

８８例
差
男
女
齢
長
重

／
１
１
１
 

性
年
身
体

（1１９ 
２１(35％） 

３９(65％） 

平均52.1歳

１５７．２cｍ 

５５．８kｇ 

30(34.9％） 

56(65.1％） 

48.8歳

158.6cｍ 

５６．１kｇ 

顔
通

計
普
赤
青

表５有用以上症例の検討Ⅱ(60例）
(2)体格

2ポイント以上改善
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％)，女61例(63％)であった。年齢は15歳から８５

歳までで，平均年齢は48.8歳であった。

臨床成績は表３に示すごとく，４週間後判定

では極めて有用16例(16.5％)，有用42例(43.3

％)，やや有用24例(24.7％)，無効15例(15.5％）

で，有用以上の有用率は59.8％であった。８週

間後判定では極めて有用26.8％，有用43％，や

や有用17.4％，無効11％となり，有用以上の有

用率は69.8％と投与期間の延長により，有用率

の上昇が認められた。

８週間後判定の有用以上の症例60例について，

性別，年齢，身長，体重について検討したが，

表４に示したように有用症例の平均年齢が幾分

高い傾向があるが，性別，身長，体重は有意の

差を認めなかった。また有用以上の症例で２ポ

イント以上改善した症状の内訳を表５に示した

が，特に膿萢の改善率が高く，紅斑の改善率が。

低かった。

有用以上の症例の体質についての検討を表５
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